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はじめに 
お客様のｽｷｬﾅｻﾌﾟﾗｲﾔｰとして弊社をお選びいただきありがとうございます｡  お求めいた

だいた､このｽｷｬﾅは､画像および文書を電子ﾃｷｽﾄ化することで､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑへの入力を可

能にして､お客様の日々のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ業務の専門性を改善します｡ｽｷｬﾅにより､両面片面文書を

簡単にｽｷｬﾝできます｡ 

他の弊社製品と同様に､お求めいただいた､このｽｷｬﾅは十分なﾃｽﾄを行い､お客様に､ご

満足いただけるよう､弊社は日々努めております｡ 今後ともお客様のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連のﾆｰｽﾞの

ため､弊社製品をご愛顧いただけることを願っております｡ 

本書の使い方 
本書ではｽｷｬﾅｰの設置及び取扱い方法を説明しております｡ご使用になる方が Apple 

Mac OS X の操作に慣れていることを前提に本書は書かれています｡必要に応じて Apple 
Mac OS X のﾏﾆｭｱﾙを参照してください｡  

はじめにの項では梱包箱の内容説明､ｽｷｬﾅｰを使用する際に必要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｼｽﾃﾑ構

成等が書かれています｡設置前には全ての部品が揃っているか必ず確認してください｡欠品ま

たは損傷があった場合には速やかにお買い求めになった販売店にお問い合わせください｡ 

第一章ではｺﾝﾋﾟｭｰﾀｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ方法､ｽｷｬﾅｰとｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続を説明して

おります｡ｽｷｬﾅｰは USB をｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾟｭｰﾀに接続されます｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾟｰﾄしていないｺﾝﾋﾟｭｰﾀを使

用する場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞをお買い求めになり USB 機能を追加してください｡ﾏｻﾞ

ｰﾎﾞｰﾄﾞが USB 機能を持っている場合には USB ｺﾈｸﾀｰを購入､取付けを行ってください｡本書

はお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが USB を使えることを前提に書かれています｡ 

第二章では使用方法ついて説明しております｡ 

第三章ではﾒﾝﾃﾅﾝｽ､清掃の仕方について説明しております｡ 

第四章では簡単な問題に対処するためのﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄです｡ 

別表 A はご購入いただいたｽｷｬﾅｰの仕様が記載されています｡ 

別表 B は製品保証並びに FCC に関する記述が記載されています｡ 

本書の表示 
Bold (太字) — ｽｷｬﾅｰのﾎﾞﾀﾝ 

Italic (ｲﾀﾘｯｸ) — 重要事項 
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ｱｲｺﾝについて 

本ｶﾞｲﾄﾞでは､特別な注意が求められる情報を示すために以下のｱｲｺﾝを使用します｡ 

 
警告 

負傷または事故を防ぐために注意して従わなければならない手順｡ 

 
注意 

覚えておく価値があり､間違いを防ぐための重要な指示｡ 

 
情報 

参照のための､ｵﾌﾟｼｮﾝの知識とﾋﾝﾄ｡ 

安全上のご注意 

 
警告 

故障､人体を損傷することがないよう､本機をご使用

になる前に以下の重要なｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝをお読みくださ

い｡ 

1. 当製品の使用箇所は屋内の乾燥したところです｡下記の状態では本機の内部に結露が

発生し故障の原因となることがあります: 

 本機を冷たい場所から暖かい場所に直接移動させて時 

 冷たい部屋を暖めた時 

 本機を湿度の高い場所に置いた時 

結露を防止するために下記の 

 本機をﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾊﾞｯｸﾞに入れ密封して室温になじませてください｡ 

 1-2 時間おいてから本機をﾊﾞｯｸﾞから出してください｡ 

2. ｷｬﾅに付属されている電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ及び USB ｹｰﾌﾞﾙを必ず使用してください｡他の電源ｱﾀﾞ

ﾌﾟﾀやｹｰﾌﾞﾙを使用すると故障の原因となることがあります｡ 

3. 緊急時に AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを素早く抜けるよう AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀの周囲は空けてください｡ 

4. 配線の破損は出火､電気ｼｮｯｸの原因となります｡電源ｺｰﾄﾞはまっすぐ伸ばし､よじったり､

曲げたり､擦ったりしないでください｡ 

5. 夜間､週末等ある期間本機をしない場合には出火の原因を排除するため電源を抜いてく

ださい｡ 

6. ｽｷｬﾅｰを解体しないでください｡電気ｼｮｯｸの危険があるため､ｽｷｬﾝを開くと保証の対象か

ら外れます｡ 

7. ｽｷｬﾅのｶﾞﾗｽ面はこわれやすいので物をぶつけたり､叩いたりしないでください｡ 

8. ｽｷｬﾅｰに大きな振動を与えないでください｡内部ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄが損傷する恐れがあります｡ 
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必要ｼｽﾃﾑ構成 1 
 Intel Pentium® IV 2.0 GHz ﾌﾟﾛｾｯｻｰまたは同等のﾌﾟﾛｾｯｻｰを有するｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

 1 GB RAM 

 USB 2.0 ﾎﾟｰﾄが使用可能なこと 

 CD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

 800 MB の空き容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸにあること 

 ﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞが 16 色以上をｻﾎﾟｰﾄしていること 

 ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ: Apple Mac OS X 10.12 / 10.13 / 10.14 / 10.15 

 
情報 

適な性能を引き出すためには  Pentium® IV 
3.0GHz 以上のﾌﾟﾛｾｯｻｰ､1GB 以上のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの

空き容量があるｼｽﾃﾑを推奨しています｡ 

                                                 
1 大きな ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ を ｽ ｷ ｬ ﾝ 、編集する場合にはより高い仕様が必要となります。 
本書で示す必要なｼｽﾃﾑ構成は目安であり、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの性能が上がる程よい結果が得られます。 
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梱包箱の内容物 2 

 

1. ｽｷｬﾅ 

2. USB ｹｰﾌﾞﾙ 

3. AC 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

4. ｽﾀｯｶｰ 

5. ｸｲｯｸｶﾞｲﾄﾞ 

6. Mac ｾｯﾄｱｯﾌﾟ/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM 

7. ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｰﾄ 

8. 拡張幅ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰ, 2 個 

9. 保護ｼｰﾄ 3 

10. 保護ﾊﾟｯﾄﾞ付きｷｬﾘｰﾊﾞｯｸﾞ 4 

11. ｸﾚﾝｼﾞﾝｸﾞｸﾛｽ 

12. ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

                                                 
2 ｽｷｬﾅを輸送する時のために梱包箱は保管しておいてください。 
3 保護シートが付属していないモデルもあります。 
4 保護パッド付きキャリーバッグが付属していないモデルもあります。 
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ｽｷｬﾅの概要 

 

1. 後ﾄﾚｲ:紙をｽﾑｰｽﾞにｽｷｬﾝのため､使います､ｽｷｬﾅｰを使用の際には､開けて下さい｡ 

2. 紙の幅に合わせるﾋﾟｯｸ:ｽｷｬﾝしたい紙に合わせて手動で調整ができます｡ 

 
情報 

 
校正ﾄﾚｲ:紙をまっすぐままに保持します､紙を歪むを

防ぎます｡ 

3. ふたのﾛｯｸ:ADF のふたを開ける｡もしｴﾗｰや紙が詰まってる或いはｽｷｬﾝﾓｰｼﾞｭﾙを清潔

したい際には開ける用です｡ 

4. 紙の出口:ｽｷｬﾝ終了の紙を載せます､長い紙にﾄﾚｲを更に延長することも可能｡ 

5. ADF(自動給紙ﾄﾚｲ):紙を自動的に挿入する｡ 

6. 紙を導きﾄﾚｲ:ADF でｽｷｬﾝする紙を位置固定､手動で調整は可能｡ 

7. 紙のｻﾌﾞﾄﾚｲ:長さに合わせて調整は可能｡ 
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8. 上ﾎﾞﾀﾝ:押しるとｽｷｬﾝ機能のﾅﾝﾊﾞｰが増えます｡ 

9. 下ﾎﾞﾀﾝ:押しるとｽｷｬﾝ機能のﾅﾝﾊﾞｰが減ります｡ 

10. 機能ﾅﾝﾊﾞｰｽﾃｰﾀｽ:只今機能の表示､上または下のﾎﾞﾀﾝで選択は可能｡ 

11. ｽｷｬﾝﾎﾞﾀﾝ:押しるとｽｷｬﾝは始まります｡ 

12. ﾊﾟﾜｰ LED:ｽｷｬﾅｰの状態を表示します｡ 

ﾗﾝﾌﾟ 状態 

緑色 ｽｷｬﾅｰに電源が入っており､ｽｷｬﾝが可能な状態｡ 

ｵﾚﾝｼﾞ色 
ｽｷｬﾅはｽﾀﾝﾄﾞﾊﾞｲﾓｰﾄﾞに入っています｡ｽｷｬﾅﾊﾟﾈﾙ上のいずれかのｷｰ

を押して､ｽｷｬﾅが正常な状態に戻ります｡ 

ｵﾌ 
電源が付いていないか AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀが AC ｺﾝｾﾝﾄに適切に挿入されてい

ません｡ｽｷｬﾅがｵﾌになりました｡ 

 

13. 持ち設計:人間工学のﾍﾞｰｽで設計された､もっと楽にｽｷｬﾅｰを持ちます｡ 

14. USB ﾎﾟｰﾄ:PC とｽｷｬﾅｰを付属の USB ｹｰﾌﾞﾙでここに接続します｡ 

15. 電源ｺｰﾄﾞﾚｾﾌﾟﾀｰ(受け口):付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀのｺｰﾄﾞをここに接続します｡ 

16. 電源ｽｲｯﾁ:ｽｷｬﾅｰの電源を ON/OFF します｡ 
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第 1 章 ｽｷｬﾅｰの設置 
ｽｷｬﾅｰを設置する前に全ての構成品が揃っているか梱包箱の内容物の項にあるﾘｽﾄに

従って確認してください｡ 

ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙするにあたっての要件 
ｽｷｬﾅｰには ｽｷｬﾅのﾄﾞﾗｲﾊﾞ及び MacAction が付属されています｡これらのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝ

ｽﾄｰﾙした後にﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに約 800MB の空き領域が必要です｡ｲﾝｽﾄｰﾙのための充分なｽﾍﾟｰ

ｽとｽｷｬﾝ画像の保存のためには 低でも 1GB の空き領域がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸにあることを推奨し

ています｡ 

 
情報 

付属のアプリケーションプログラムが利用できるか

どうかは、お買い上げのスキャナのモデルに依存し

ます 

USB ｽｷｬﾅｰは Apple Mac OS X 10.12 / 10.13 / 10.14 / 10.15 のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ上

でのみ動作します｡ 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱの要件 
このｽｷｬﾅは､ﾎｯﾄﾌﾟﾗｸﾞ&ﾌﾟﾚｲ機能をｻﾎﾟｰﾄする USB を通じてｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します｡ご使

用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀが USB に対応しているかどうかを確認するには､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの裏側をﾁｪｯｸして以

下の図のような USB ｼﾞｬｯｸがあるかどうか調べてください｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによっては､裏側にある

USB がすでに使用済みで､ﾓﾆﾀまたはｷｰﾎﾞｰﾄﾞ上に追加ﾎﾟｰﾄが装備されている場合もありま

す｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上で USB ﾎﾟｰﾄを見つけられない場合は､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに同梱されていたﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾏ

ﾆｭｱﾙを参照してください｡ 

通常は､確認してみると以下に表示されているように 1 つまたは 2 つの長方形の形状を

した USB ﾎﾟｰﾄが見つかるはずです｡ 

   

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにそのような USB ﾎﾟｰﾄがない場合は､動作可能な USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞを購入

し､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに USB 機能を追加しなくてはなりません｡ 

USB コネクタ
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ｽｷｬﾅｰの設置と設定 
ｽｷｬﾅｰを設置するにあったては以下の手順に従ってください｡ 

 
注意 

まず適切な設置場所を選んでください! 
 ｽｷｬﾅｰのｾｯﾄｱｯﾌﾟやｽｷｬﾝ作業を行う前に､ｽｷｬ

ﾅｰを水平で滑らかなしっかりした面に置いてくだ

さい｡ 
 傾斜や凹凸のある面では､給紙ｴﾗｰ､ｽｷｬﾅｰの

故障､ｹｶﾞの原因となります｡ 
 ｽｷｬﾅｰをほこりの多い環境で使用しないでくださ

い｡ﾎｺﾘやその他物体が本体に損傷を与える恐

れがあります｡ 
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ｽﾃｯﾌﾟ 1. ｽｷｬﾅｰのｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します 

 

 
注意 

電源の入り切りの前には必ず､ｽｷｬﾅｰのﾊﾟﾜｰｽｲｯﾁ

OFF にしてください｡ 

1. AC 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀをｽｷｬﾅの電源取り込み口に挿し込みます｡ 

2. AC 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀのｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞを家庭用 100V ｺﾝｾﾝﾄに挿し込みます｡ 

3. USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形側をｽｷｬﾅ後部 USB ﾎﾟｰﾄに挿し込みます｡ 

4. USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形側をｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ﾎﾟｰﾄに挿し込みます｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ﾎﾟｰﾄは

利用可能な状態であることが必要です｡ 

5. ｽｷｬﾅｰをUSB5ﾊﾌﾞに接続する場合には必ずUSBﾊﾌﾞとｺﾝﾋﾟｭｰﾀを接続してからｽｷｬﾅｰを

USBﾊﾌﾞに接続してください｡ 

                                                 
5 USB ハブはスキャナーには付属していません。  
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ｽﾃｯﾌﾟ 2. ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ 

1. スキャナの背面からｽｷｬﾅｰの電源を入れてください｡ 

2. スキャナに付属の Mac セットアップ／アプリケーション CD-ROM を CD-ROM ドライブに

入れると、[Plustek Scanner] CD アイコン  がご使用の Mac OS のデスクトップに表

示されます。 

3. CD アイコンをダブルクリックすると、ウインドウはファイルフォルダを示すウィンドウが表

示されます。 

4. セットアップ・ファイル [Setup] をダブルクリックすると、スキャナのインストーラがインスト

ール手順を案内し始めます。インストーラー・ウインドウに表示される画面上の手順に従

って操作します。 

5. ここで Mac 管理者パスワードの入力が促されます。パスワードを入力してインストールを

続行します。注：インストールを行うことができるのは、Mac 管理者のみです。管理者とし

て Mac OS にログインされていることを確認してください。 

6. インストール完了後、[閉じる] をクリックするとインストーラーが終了します。 

7. ソフトウェアのインストール後、スキャナーのキャリブレーションを実行してください。クリッ

ク Finder > ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ > Plustek > スキャナモデル名 > Calibration_Wizard. 

8. ｽｷｬﾅのﾎﾞﾀﾝに向かって矢印に従って特別なｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｰﾄを ADF ｽｷｬﾅｰに挿入して

下さい｡ 

 

9. 画面に表示される指示に従ってｽｷｬﾅのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを行います｡ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝが完了した

ら､[OK]｡ 

 
注意 

 将来ﾄﾞﾗｲﾊﾞおよびｿﾌﾄｳｪｱの再ｲﾝｽﾄｰﾙが必要

になった時に備えて､ｾｯﾄｱｯﾌﾟ/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-
ROM は正しく保管してください｡ 
 将来ｽｷｬﾅのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝが必要になった時に

備えて､ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ用紙は正しく保管してくださ

い｡ 
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ｽﾃｯﾌﾟ 3. 拡張幅ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰの設置 

1. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡左右の拡張幅ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰを準備します｡ 

2. 左側の拡張幅ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰをﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰの左側に取り付けます｡右側の拡張幅

ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰをﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｲﾀﾞｰの右側に取り付けます｡ 

 

3. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 

 

ｽﾃｯﾌﾟ 4. ｽﾀｯｶｰのｲﾝｽﾄｰﾙ 

ｽﾀｯｶｰのﾀﾌﾞをｽｷｬﾅのｽﾛｯﾄに装着します｡ 

 
情報 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟが限られたｽﾍﾟｰｽであれば､ｽﾀｯｶｰの装着は

ｵﾌﾟｼｮﾝ装備です｡ 
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ｽﾃｯﾌﾟ 5. ｽｷｬﾅのﾃｽﾄ 

以下の手順に従ってｽｷｬﾅｰが正しく機能するかﾁｪｯｸしてください｡ﾃｽﾄ前にﾃｽﾄ接続を再

度確認してください｡ 

1. ドキュメントは、上端を下向きに裏返して ADF 用紙シュートの中央に入れ、ADF 内に

底に着くまで入れます｡ 

 

2. Dock のアイコン  をクリックしください｡ 

3. ﾎﾞﾀﾝ環境設定画面では､ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸして操作番号を選びます｡希望する機能を ﾎﾞﾀﾝ
ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄのﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから選んでﾎﾞﾀﾝ設定を調節します｡[ADF (表面)]をｽｷｬﾝﾀｲﾌﾟ

として選びます｡｢OK｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとﾎﾞﾀﾝ環境設定ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞを閉じます｡ 

4. Windows のﾀｽｸﾄﾚｰに表示されている  ｱｲｺﾝを右ｸﾘｯｸしてください｡そしてﾎﾟｯﾌﾟ

ｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから[選択したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行]を選択して開いてください｡ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰか

らお望みのﾎﾞﾀﾝ機能をｸﾘｯｸします｡ 

5. この時､給紙ﾄﾚｲはドキュメントを自動的に転送及びｽｷｬﾝする｡ｽｷｬﾅは直ちに起動し

てﾎﾞﾀﾝの環境設定により設定された処理を実行します｡ 
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第 2 章 ｽｷｬﾝ操作 
ｽｷｬﾅｰを動作させるにはｿﾌﾄｳｴｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが必要です｡ﾃｷｽﾄ､写真にかかわらずｽｷｬﾅｰ

が取り込んだ全てのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄやｲﾒｰｼﾞはｺﾝﾋﾟｭｰﾀによりｲﾒｰｼﾞとして取り扱われます｡通常はｽ

ｷｬﾝした画像を閲覧､編集､保存､出力する画像処理のｿﾌﾄｳｴｱが使われます｡ 

ｽｷｬﾝしたﾃｷｽﾄのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄをﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰに取り込むためには､OCR(Optical Character 
Recognition)のｿﾌﾄｳｴｱを使用します｡ 

MacAction ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは､お持ちのｽｷｬﾅｰをｺﾝﾋﾟｭｰﾀやその他周辺装置と連携させてｽﾑｰ

ｽﾞに操作できるようにし､種々のｽｷｬﾝ機能が素早く簡単に利用可能になります｡MacAction
では､ｽｷｬﾝの度に設定することは不要です｡ｽｷｬﾅｰのﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙのﾎﾞﾀﾝのどれかを押すか､

画面上の MacAction のｽｷｬﾝﾒﾆｭｰ項目のいずれかをｸﾘｯｸするだけです｡ｽｷｬﾅｰは紙文書を

ｽｷｬﾝし､指定した場所に保存します｡指定先はﾌﾟﾘﾝﾀ､ご使用の e ﾒｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､ﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ上

のﾌｧｲﾙ､画像編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどが可能です｡ 

各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをご使用の際にはｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟをご参照ください｡ 

本章ではｽｷｬﾅｰ操作の重要な 3 ｽﾃｯﾌﾟが説明されています｡これをよくお読みになり､正

しい使用と 適なｽｷｬﾅｰ性能が得られるよう指示に従ってください｡ 

ｽﾃｯﾌﾟ 1. ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの準備 

ｽﾃｯﾌﾟ 2. 原稿の置き方, 名刺の置き方, ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞの置き方, 保護ｼｰﾄを使ったﾄﾞｷｭﾒﾝ

ﾄの置き方 6 

ｽﾃｯﾌﾟ 3. ｲﾒｰｼﾞのｽｷｬﾝ 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの準備 
 文書の状態の確認 

 書類のﾎﾁｷｽを外すこと 

文書の状態の確認 

文書がｽｷｬﾅｰに受け入れられる範囲か確認してください｡詳細は当ｶﾞｲﾄﾞの別表「A: 製品

仕様｣をご参照ください｡ 

ADF でたまる書類をｽｷｬﾝは可能､仕事効率化の助力になる｡ADF ｽｷｬﾅｰはさまざまな

紙を挿入が実現出来ます､普段事務所または生活によく便利に使えます｡例えば: 

 本ﾏﾆｭｱﾙ準則別表 A: 製品仕様より述べた寸法と紙の重さ｡ 

 原稿用紙 

 印刷用紙 

                                                 
6 保護シートが付属していないモデルもあります。 



 

14 

 
注意 

ADF 給紙装置のﾄﾗﾌﾞﾙや故障の原因となるつぎのよ

うなことにご注意ください: 
 ADF に用紙をｾｯﾄする前に､用紙に付いているｾﾞ

ﾑｸﾘｯﾌﾟ､ﾋﾟﾝ､ﾎｯﾁｷｽの針を必ず取り除いてくださ

い｡ 
 用紙にｼﾜやｶｰﾙがある時は､修正してからｾｯﾄし

てください｡ 
 ｼｬﾍﾟﾝや鉛筆及び新聞をｽｷｬﾝの際には､できれ

ばお控え下さい､内部のｸﾞﾗｽに汚れやすい恐れ

があります､なお､もし汚くなら､清潔することも可

能です｡別途ご参照ください｡(第 3 章 お手入れと

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ)｡ 
 ADF にｾｯﾄする用紙の重さは 1 枚ごとに違って

いても構いませんが､用紙の長さは全て同じ長さ

に統一する必要があります｡ 

文書は次のような現象に従うことを条件として､ADF を使用しないでください｡ 

 紙坪量 50 g/m2未満につき(14 ﾎﾟﾝﾄﾞ)または 120 g/m2 の(32 ﾎﾟﾝﾄﾞ)を超える｡ 

 ﾎﾁｷｽ留めﾎｯﾁｷｽやｸﾘｯﾌﾟﾌｧｲﾙ｡ 

 様々な厚さ､封筒などの紙｡ 

 折り畳ま､ｶｰﾙされた､ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ､破れた紙 

 紙の不規則な角を持つ 

 静電気が付いた紙 

 ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ 

 ｶｰﾎﾞﾝ紙､重力感知紙､NCR 

 他のﾍﾟｰﾊﾟｰｱｲﾃﾑ､そのような布のよう､金属箔｡ 

 
注意 

 ADF ｽｷｬﾝ写真や､元のﾌｧｲﾙの有価証券などを

使用しないでください｡ﾌｧｲﾙのひだや故障の原因

となる障害をﾌｨｰﾄﾞすることがあります｡ 
 ADF にぬれたｲﾝｸや修正液の負荷紙を乾燥の前

ｽｷｬﾝは禁止｡乾燥してから､ｲﾝｸや修正液である

ことが､ADF に配置されるまで数分お待ちくださ

い｡ 
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ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞﾌｧｲﾙ 

ADF に原稿の束は､処理するために､次のﾒｿｯﾄﾞは､ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄをｽｲｰﾌﾟしたい: 

1. 用紙が別々に一つずつ､そして癒着を持つことができないので､ﾌｧｲﾙのｽﾀｯｸを失う｡

紙から静電気が除去されたことを確認してください。 

 

2. すべてのﾌｧｲﾙをと､両側に光の揺れで平面上に存在するﾌｧｲﾙの上部と下部を両手

を提出｡ 

 

このﾒｿｯﾄﾞは､ﾌｨｰﾄﾞ障害が発生防ぐ ADF で､通常は各ﾌｧｲﾙが有効になります｡ 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの置き方 
1. ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄは､上端を下向きに裏返して ADF 用紙ｼｭｰﾄの中央に入れ､ADF 内に底に着

くまで入れます｡ 

片面ｽｷｬﾝの場合､ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄは裏返しに入れて､ｽｷｬﾝされる面が用紙ｼｭｰﾄに向かうよ

うにします｡ 

両面ｽｷｬﾝの場合､希望するﾍﾟｰｼﾞを下にして､ｽｷｬﾝされる面が用紙ｼｭｰﾄに向かうよう

にします｡ 
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2. 長いﾄﾞｷｭﾒﾝﾄをｽｷｬﾝする場合は､ﾍﾟｰﾊﾟｰｼｭｰﾄ延長部と側面ｶﾞｲﾄﾞを延ばして､ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

を支えるようにします｡ 

 

3. 使用する用紙ｻｲｽﾞに合わせてﾍﾟｰﾊﾟｰ用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰを調節します｡用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰは

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの両側に軽く当たるようにします｡ 

 

 
注意 

 ADF の 大用紙積載量は 50 枚です｡(70 g/m2, 
18 lb.の用紙の場合) 
 ADF を利用できる 小用紙ｻｲｽﾞは 5.08 x 5.08 

cm (2” x 2”, W x L)です｡ 
 ﾌｫﾙﾀﾞとｴｯｼﾞの間に隙間のないことを確認､それ

以外のﾌｧｲﾙは､ｽｷｭｰｽｷｬﾝ処理中に発生する可

能性があります｡ 
 紙ｼﾞｬﾑ等適切に 良のｽｷｬﾝ結果を達成するた

めではなく､ﾌｧｲﾙのｶｰﾄﾞをきつくし､ﾌｨｰﾄﾞがﾌﾞﾛｯｸ

させるために ADF に原稿を配置する故障､紙限

りません｡ 
 ADF の給紙ﾄﾚｲﾌｨｰﾄﾞとｽｷｬﾝは､任意のﾌｧｲﾙを

置かないでください｡ 
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名刺の置き方 
1. 名刺を置くには､上端を下に裏返して､ADF の中央に ADF の底に着くよう置きます｡ 

片面ｽｷｬﾝの場合､名刺は裏返しにします｡ 

両面ｽｷｬﾝの場合､名刺は望む方向に設置します｡ 

 

2. 用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰを名刺の幅に合わせます｡用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰは名刺の両側に軽く当たる

ようにします｡ 

 
注意 

一度の処理で 20 枚を超える名刺を入れないでくださ

い｡ 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞの置き方 
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞには､ｴﾝﾎﾞｽ加工のｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ､運転免許証､ID ｶｰﾄﾞ､保険証､医療処置ｶｰ

ﾄﾞまたは任意の会員証が含まれます｡ｴﾝﾎﾞｽ加工のｶｰﾄﾞは必ず上端を上ｽｷｬﾅに入れてくださ

い｡スキャン画像が十分に鮮明でない場合、プラスチックカードを装着する前にパッドモジュー

ル を取り外してください｡ 

1. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡ 

 

ふたボタン 

ADF カバー 
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2. ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙの両側を挟みながら取り外します｡ 

 

3. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 

4. ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞを水平にし､上端を上にして裏返して ADF の中央に置きます｡ 

片面ｽｷｬﾝの場合､ｶｰﾄﾞの表を上に向けます｡ 

両面ｽｷｬﾝの場合､ｶｰﾄﾞは望む方向に設置します｡ 

 

5. 用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰをｶｰﾄﾞの幅に合わせます｡用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰはｶｰﾄﾞの両側に軽く当たる

ようにします｡ 

 
注意 

 ｽｷｬﾝするﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞは必ず水平に ADF に装

着してください｡ 
 使用可能なﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｰﾄﾞの 大厚は 1.2 mm で

す｡ 
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保護ｼｰﾄを使ったﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの置き方 7 
紙詰まりやﾄﾞｷｭﾒﾝﾄのｷｽﾞを防ぐため､特別なﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを保護しつつ読み込む目的で保護ｼ

ｰﾄが用意されています｡これでｽｷｬﾅに装着しにくいﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの読み込みが可能になります｡例

えば､特殊な(長方形ではない)形状､しわ､曲がり､折り跡のあるものや切手､雑誌､新聞の切り

抜きなどが読み込めます｡また､写真や大事なﾄﾞｷｭﾒﾝﾄなどｷｽﾞを付けたくない対象にも保護ｼ

ｰﾄが使用できます｡スキャン画像が十分に鮮明でない場合、護ｼｰﾄを装着する前にパッドモジ

ュール を取り外してください｡ 

1. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡ 

 

2. ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙの両側を挟みながら取り外します｡ 

 

3. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 

4. 大型ｻｲｽﾞのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄは､ｽｷｬﾝする側を表向きに､中央できちんと半分に折ります｡ 

 

                                                 
7 保護シートが付属していないモデルもあります。 

ふたボタン 

ADF カバー 
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5. 保護ｼｰﾄを開き､ｼｰﾄ中央にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの上端を上に､表を下にして端がきちんと当たる

よう中に置きます｡ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ上部を保護ｼｰﾄの黒い線に合わせ､折り曲げた部分をｼｰﾄ

の右側にします｡ 

 

6. 保護ｼｰﾄをｽｷｬﾅに置きますが､ADF の中央に保護ｼｰﾄの黒い線を合わせるようにし

ます｡ 

 

7. 片面ｽｷｬﾝの場合､保護ｼｰﾄの表を下に向けます｡ 

両面ｽｷｬﾝの場合､保護ｼｰﾄは望む方向に設置します｡ 

8. 用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰを保護ｼｰﾄの幅に合わせます｡用紙幅ｽﾗｲﾀﾞｰは保護ｼｰﾄの両側に軽く

当たるようにします｡ 

 
注意 

保護ｼｰﾄを使ってｽｷｬﾝする場合､ｼｰﾄは 1 枚ずつ入

れてください｡ 
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ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄのｽｷｬﾆﾝｸﾞ 
つぎの 3 つの方法でｽｷｬﾅを操作できます: 

1. ｽｷｬﾅｰのｽｷｬﾝﾎﾞﾀﾝ｡ 

2. ﾄﾞｯｸｱｸｼｮﾝｽﾞｴｸｾｷｭｰﾄ(MacAction's Execute)のﾒﾆｭｰから操作する方法｡ 

3. MacAction ウィンドウ左側のアイコンからスキャンして。 

び MacAction はﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙする際に自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます｡ 

 
注意 

ｽｷｬﾝを開始する前に以下をﾁｪｯｸしてください: 
 お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀとｽｷｬﾅの電源がｵﾝになってい

る｡ 
 ADF ﾌｧｲﾙは正しく配置｡ 

ｽｷｬﾅのﾎﾞﾀﾝからのｽｷｬﾆﾝｸﾞ 

ｽｷｬﾝ操作をｽｷｬﾅのﾎﾞﾀﾝで操作するのが簡単で便利です｡ｽｷｬﾅのﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに表示さ

れる種々のｽｷｬﾝ操作は､MacAction を通して設定できます｡ MacAction は頻繁に使用するｽ

ｷｬﾆﾝｸﾞ操作を素早く行うことができる機能です｡同じ設定で繰り返しｽｷｬﾆﾝｸﾞする際に大変役

立ちます｡ 初にｽｷｬﾅｰのﾎﾞﾀﾝを使ってｽｷｬﾝする前にﾎﾞﾀﾝの設定をすることを推奨していま

す｡ 

ｽｷｬﾅﾎﾞﾀﾝからのｽｷｬﾝ 

1. ｽｷｬﾅにﾄﾞｷｭﾒﾝﾄや画像をｾｯﾄしてください｡(用紙を ADF に正しくｾｯﾄする方法の詳細

は､ｽｷｬﾅﾕｰｻﾞｰｶﾞｲﾄﾞの“第 2 章 ｽｷｬﾝ操作”をご参照ください｡) 

2. 現在のﾎﾞﾀﾝ設定は､ﾎﾞﾀﾝ設定ｳｲﾝﾄﾞｰから確認できます｡必要があれば､現在の必要

に合わせて設定を変更することも可能です｡(詳細は下記の “ﾎﾞﾀﾝ設定の表示” およ

び “ﾎﾞﾀﾝの環境設定” をご参照ください｡) 

3. 上または下ﾎﾞﾀﾝを押して必要な操作を選択します｡ 

4. [ｽｷｬﾝ]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします｡ 

ｽｷｬﾅは直ちに起動してﾎﾞﾀﾝの環境設定により設定された処理を実行します｡ 

 
注意 

OCR 処理ﾎﾞﾀﾝはﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを OCR 解析後ﾃｷｽﾄ変換

するための専用ﾎﾞﾀﾝです｡画像のｽｷｬﾆﾝｸﾞには使用

できません｡ 

ﾎﾞﾀﾝの環境設定 

ﾎﾞﾀﾝ環境設定画面では､画面の左側に横一列に並んだｱｲｺﾝが表示されます｡各ｱｲｺﾝは

ｽｷｬﾝ操作を表し､その下の数字はｽｷｬﾅのﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに表示される機能番号を表します｡9 つ

の頻繁に使用されるｽｷｬﾝ機能が予め設定されており､ｽｷｬﾝをすぐ始められるようになってい

ます｡それでもﾕｰｻﾞｰ皆様は､個々のﾆｰｽﾞとお好みに合わせて 9 つの機能設定をｶｽﾀﾏｲｽﾞで

きます｡下記の手順で行います: 
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1. ﾎﾞﾀﾝ設定ｳｲﾝﾄﾞｰを開くには､下記の操作の内の一つを行います: 

 Finder > ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ > Plustek > スキャナモデル名のアイコン をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘ

ｯｸしてください｡ 

 Dock のアイコン  をクリックしください｡ 

 Dock のアイコン  を右ｸﾘｯｸしてください｡そしてﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから[ﾎﾞﾀﾝ環
境設定]を選択して開いてください｡ 

2. ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸして操作番号を選びます｡ 

 

3. 希望する機能を ﾎﾞﾀﾝﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄのﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから選んでﾎﾞﾀﾝ設定を調節します｡ 

設定の詳細は､[ﾎﾞﾀﾝ設定]ｳｲﾝﾄﾞｰの[ﾍﾙﾌﾟ]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください｡ 

ﾎﾞﾀﾝ設定の表示 

ﾎﾞﾀﾝ設定を表示するには以下の 2 つの方法があります: 

 Dock のアイコン をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてください｡ 

 Dock のアイコン  を右ｸﾘｯｸしてください｡そしてﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから[ﾎﾞﾀﾝ環境設

定]を選択して開いてください｡ 
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MacAction のｴｸｾｷｭｰﾄﾒﾆｭｰからのｽｷｬﾆﾝｸﾞ 

MacAction のｵﾝｽｸﾘｰﾝの選択したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行ﾒﾆｭｰを使っても､ｽｷｬﾝ操作を同様に

行えます｡MacAction ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは種々のｽｷｬﾝ機能を実行する素早く簡単な方法を提供します｡

下記の手順で行います: 

1. ｽｷｬﾅにﾄﾞｷｭﾒﾝﾄや画像をｾｯﾄしてください｡ 

2. 現在のﾎﾞﾀﾝ設定の確認には､ﾎﾞﾀﾝ設定ｳｲﾝﾄﾞｰを参照します｡必要があれば､現在の

必要に合わせて設定を変更することも可能です｡ 

 

3. Dock のアイコン  を右ｸﾘｯｸしてください｡そしてﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから[選択したﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑの実行]を選択して開いてください｡ 
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4. ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰからお望みのﾎﾞﾀﾝ機能をｸﾘｯｸします｡ 

ｽｷｬﾅは直ちに起動してﾎﾞﾀﾝの環境設定により設定された処理を実行します｡ 

MacAction ウィンドウ左側のアイコンからスキャンします 

MacAction ウィンドウ左側のアイコンをダブルクリックしてスキャンを実行できます。下記

の手順で行います。 

1. スキャナにドキュメントや画像をセットしてください。 

2. 現在のボタン設定は、メモステッカーの表示またはボタン設定ウインドーから確認で

きます。必要があれば、現在の必要に合わせて設定を変更することも可能です。  

3. MacAction ウィンドウ左側の目的のアイコンをダブルクリックします。  

 

スキャナはすぐスキャンを開始し、ボタン設定ウィンドウで設定した処理を実行します。 
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第 3 章 お手入れとﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
お買い上げのｽｷｬﾅｰはﾒﾝﾃﾅﾝｽ不要となっておりますが､定期的なお手入れで､ｽｷｬﾅｰを

快適にご使用いただけます｡ 

ｽｷｬﾅｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
ｽｷｬﾝする紙からの粉､ﾎｺﾘ､ｲﾝｸやﾄﾅｰがｽｷｬﾅｰｶﾞﾗｽを汚して､画質低下や給紙ｴﾗｰの原

因となる場合があります｡ｽｷｬﾅｰの清掃頻度は､紙の種類やｽｷｬﾝするﾍﾟｰｼﾞ数に依存します｡ 

以下の手順でｽｷｬﾅｰ表面とｽｷｬﾅｰｶﾞﾗｽを清掃してください｡ここで記述される箇所を静か

に拭き取ります｡強くこすらないでください｡ 

 
警告 

 ｽｷｬﾅｰ清掃の前にｽｷｬﾅｰの電源をｵﾌにし､電源

ｹｰﾌﾞﾙと USB ｹｰﾌﾞﾙを抜いてから､ｶﾞﾗｽが室温

になるまで数分待ってください｡ 
 ｽｷｬﾅｰ清掃後は手を石けんと水で洗ってくださ

い｡ 

清掃用具 

ｽｷｬﾅｰ清掃には以下の用品を準備します: 

 柔らかで乾いた､糸くずの出ない布(または木綿のｳｪｽ) 

 研磨剤無添加の洗剤—ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ(95%)｡水は使わないこと｡ 

 
注意 

 ｽｷｬﾅｰｶﾞﾗｽの清掃にはｶﾞﾗｽｸﾘｰﾅｰや中性洗剤

も代用できます｡ 
 但し､ADF 給紙ﾛｰﾗやｸｯｼｮﾝﾓｼﾞｭｰﾙをきれいにす

る洗剤のこのﾀｲﾌﾟを使用しないでください! 
 他の用具を使用するとｽｷｬﾅｰを傷つける可能性

があります｡ 
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ADF の清掃 

1. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡ 

 

2. ｸﾘｰﾅｰで湿らせた布を使って下記の部分を静かに拭きます｡表面に傷を付けないよう

注意してください｡ 

紙送りﾛｰﾗｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ: 

紙送りﾛｰﾗｰの端から端まで拭いてから回転させます｡表面全体がきれいになるまで

続けます｡ 

 

ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ: 

ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙを上下(下図の矢印方向)に拭きます｡ﾊﾟｯﾄﾞ上のﾋﾟｯｸｽﾌﾟﾘﾝｸﾞを傷めない

ように注意してください｡ 

 

ふたボタン 

ADF カバー 
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ADF のｶﾞﾗｽをきれいにする: 

 

 
注意 

直接ｽｷｬﾅｰのｶﾞﾗｽ面にｸﾘｰﾅｰをｽﾌﾟﾚｰやめてくださ

い､残留洗剤を霧状にして､ｽｷｬﾅを損傷することが恐

れ有ります｡ 

3. ｸﾘｰﾆﾝｸﾞした部分が完全に乾くまで待ちます｡ 

4. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 

 

消耗品の交換 
基本的に､弊社はあなたが紙の 20,000 枚をｽｷｬﾝすることをお勧めします一度張りﾓｼﾞｭｰ

ﾙを取り替えた｡あなたのﾌｧｲﾙ保護ｽﾘｰﾌﾞ深刻な被害をｽｷｬﾝできない場合は､新しいﾌｧｲﾙの

保護ｽﾘｰﾌﾞを購入してください｡ 
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ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙの交換 

1. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡ 

 

2. ﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙの両側を挟みながら取り外します｡ 

 

3. ﾓｼﾞｭｰﾙ上のﾀﾌﾞをｽｷｬﾅ上のｽﾛｯﾄに挿入し､新しいﾊﾟｯﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙを取り付けます｡ 

 

4. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 

 

ふたボタン 

ADF カバー 
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ｽｷｬﾅのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを行う 

 
注意 

矯正を開始する前に､ｶﾞｲﾄﾞﾄﾚｲを取り外し 

白であるべき部分に色が付いていたり､ｽｷｬﾝされた色が違いすぎたりする場合､ｽｷｬﾅの

ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを行ってください｡これにより時間経過によって自然に生じる光学ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄでの

変化に対する調節や補償が可能です｡ 

以下ではｽｷｬﾅのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ方法を説明します｡ 

1. このｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｰﾄ, 矢印の各側に 1 つの側面,, は[ADF ｽｷｬﾆﾝｸﾞ]ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝに
専用です｡ 

2. ｽｷｬﾅの ADF に専用ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｰﾄを入れます, そのなかの一つ矢印はｽｷｬﾅのﾎﾞ

ﾀﾝ｡ 

 

 
注意 

ｽｷｬﾅに同梱されている特殊ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｰﾄを挿入

してください｡または､無地のＵＳﾚﾀｰｻｲｽﾞ/A4 ｻｲｽﾞの
用紙を使用することもできます｡ただし､ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼ

ｰﾄを使用したときよりもｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ効果は劣ります｡ 

3. Dock のアイコン   を右ｸﾘｯｸしてください｡そしてﾎﾟｯﾌ ﾟｱｯﾌ ﾟ ﾒﾆｭｰから

[Calibration_Wizard]を選択して開いてください｡ 

4. [開始] ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると､ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ処理が始まります｡ 

5. ｽｷｬﾅはｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ用紙をｽｷｬﾅから引っ張り､このｽｷｬﾅのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝが完了しま

す｡ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝが完了したら､[OK]をｸﾘｯｸします｡ 
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省電力 
電力消費を削減するため､ｽｷｬﾝ ﾌﾟﾛｾｽの完了後､ｽｷｬﾅｰ光源自動的にｵﾌになります｡ 

 
情報 

 スタンバイモードを無効にするか、それとも、スキ

ャナが自動的にスタンバイモードに入るの時間を

設定することができます。 任意のスキャナボタン

を押して、スキャナをスタンバイモードから復帰さ

せることができます。 

 Dock のアイコン  を右ｸﾘｯｸしてください｡そし

てﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから[ｽｷｬﾅﾕｰﾃｨﾘﾃｨ]を選択して

開いてください｡ ｽﾀﾝﾊﾞｲ·ﾓｰﾄﾞ命令のさらなる使用

を参照してください｢MacAction｣ｵﾝﾗｲﾝﾏﾆｭｱﾙ｡ 
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第 4 章 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
ｽｷｬﾅｰに関する問題が生じた場合は､当ｶﾞｲﾄﾞの設置およびｽｷｬﾝ操作の指示を確認して

ください｡ 

ｽｷｬﾅｰの接続 
ｽｷｬﾅｰに問題があった場合､ 初のﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞはｽｷｬﾅｰの物理的な接続をﾁｪｯｸす

ることです｡ｽｷｬﾅｰとｺﾝﾋﾟｭｰﾀが正しく接続されｿﾌﾄｳｴｱが正常に起動すると Dock にｱｲｺﾝ 

 が表示されます｡ 

表示 状態 

 
ｽｷｬﾅｰとｺﾝﾋﾟｭｰﾀが正しく接続されｿﾌﾄｳｴｱが正常に起動していま

す｡読取準備完了です｡ 

表示なし 
ｽｷｬﾅｰが接続されている､されていないにかかわらずｿﾌﾄｳｴｱが起

動していません｡(ｿﾌﾄｳｴｱが終了しています｡) 

紙詰まりの除去 
ADF 内で紙詰まりが起こった場合は､以下の手順を行ってください: 

1. ADF に置かれている､詰まっていない文書があれば取り除きます｡ 

2. ADF ｶﾊﾞｰを引っ張って開けます｡ 

3. 静かに力を入れて詰まった文書を引っ張り､ADF から取り出します｡この際､用紙を折

ったりしわくちゃにしたりしないよう気をつけます｡ 

 

 
注意 

ADF ｶﾊﾞｰを開けてないままで詰まった用紙を引っ張

ることやめてください｡ADF に永久的な損傷を引き起

こす可能性があります｡ 

4. ADF ｶﾊﾞｰをきちんと元の場所にｶﾁｯとはまるまで閉めます｡ 



 

32 

 



 

33 

別表A: 製品仕様 8 
Plustek PS286 Plus, Plustek PS288/286 

イメージセンサ CIS x 2 

光源 LED 

解像度 (オプティカル) 600 dpi 

ハードウェア解像度 600 x 600 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24 ビット 
グレースケール:入力 16 ビット、出力 8 ビット 
モノクロ：1 ビット 

大原稿搭載枚数 (ADF) 

1. 50 枚 (A4 / US レターサイズ, 70g/ m² ), 大約 5 mm 
2. 20 枚 (名刺) 
3. プラスチックカード厚さ, 大約 1.2 mm 
参考: ADF にセット可能な 大枚数は紙の重量によって異な

ります。 

スキャン速度 (ADF) 

25 ppm/ 50 ipm (グレースケール, 200 dpi, A4) 
25 ppm/ 50 ipm (モノクロ, 200 dpi, A4) 
8 ppm/ 8 ipm (カラー, 200 dpi, A4) 
6 ppm/ 6 ipm (カラー, 300 dpi, A4) 
参考: 結果は、スキャンアプリケーション、コンピュータのプロ

セッサおよびシステムメモリによって異なる場合があります。 

スキャン領域 
高: 216 x 2500 mm (8.5” x 98.42”) 
低: 13.2 x 13.2 mm (0.52” x 0.52”) 

スキャン領域 
高: 220 x 2500 mm (8.66” x 98.42”) 
低: 50.8 x 50.8 mm (2” x 2”) 

読み取リ可能原稿厚さ 50 ~ 105 g/㎡ (14 ~ 28 Lbs) 

一日の推奨処理枚数 1,500 

ローラー寿命(スキャン) 100,000 

パッド寿命(スキャン)  20,000  

ボタン始動スキャン Scan, OCR, File, E-Mail, Copy. 全てカスタム化可能. 

電源 24 Vdc/ 0.75 A 

接続 USB 2.0 

重量 1.66 Kgs (3.66 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 高さ) 263 x 128 x 148 mm (10.36" x 5.02" x 5.83") 

                                                 
8 仕様は予告なく変更されることがあります。 
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別表 B: ｶｽﾀﾏｰｻﾋﾞｽと製品保証 
当社ｳｪﾌﾞｻｲﾄ www.plustek.com より､ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽの詳細情報が入手できます｡更なる

支援が必要な場合は､ｳｪﾌﾞｻｲﾄに記載の当社ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄの電話番号までお電話ください｡ 

電話でお問い合わせになる場合には下記を事前に準備してください: 

 ｽｷｬﾅｰの名称及びﾓﾃﾞﾙ No. 

 ｽｷｬﾅｰのｼﾘｱﾙ No.(ｽｷｬﾅｰの底面に貼ってあります｡) 

 ｽｷｬﾅｰ CD ﾊﾞｰｼﾞｮﾝおよびﾊﾟｰﾂ番号 

 障害内容 

 ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｰｶｰ名､ﾓﾃﾞﾙ名 

 ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CPU 速度 

 ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び BIOS 

 ｿﾌﾄｳｴｱ名､ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No.､ﾘﾘｰｽ No.､ｿﾌﾄｳｴｱﾉﾒｰｶｰ名 

 ｲﾝｽﾄｰﾙされているその他の USB 機器 

ｻｰﾋﾞｽおよびｻﾎﾟｰﾄ情報 
必要時には交換部品入手可能期間および製品ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ情報が提供されます｡これら情

報は地元の代理店や販売店にお尋ねください｡ 

対応する施行制度によって要求された情報｡地元の代理店や販売店に施行制度のﾃｽﾄﾚ

ﾎﾟｰﾄ情報をお尋ねください｡ 

製品の処分はまず地元の代理店や販売店に正しい廃棄方法を確認して行うことで､環境

への影響を 小限にとどめることができます｡ 

製品や付属品の廃棄を望む場合､ 寄りの廃棄業者への連絡方法を地元の代理店また

は販売店にお尋ねください｡ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要な場合は､ 寄りのﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰへの連絡方法を地元の代理店または

販売店にお尋ねになり､製品使用可能期間を延ばすことができます｡ 

製品のﾒﾝﾃﾅﾝｽや撤去が必要であれば､地元の代理店または販売店に 寄りのお店の

情報をお尋ねください｡ 

http://www.plustek.com/
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製品保証 
製品保証は正規代理店から転売目的でなく自らの使用目的のために購入された方にの

み適用されます｡ 

ﾒｰｶｰの保証は部品､修理費用を含みますが購入時の領収書がない場合には保証は適

用されません｡製品保証ｻｰﾋﾞｽを受けるには弊社正規代理店､販売店にご連絡いただくか弊

社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸしてください｡E-Mail でのお問い合わせも受け付けてお

ります｡ 

製品を他のﾕｰｻﾞｰに譲渡した場合､譲渡されたﾕｰｻﾞｰは保証の残存期間ｻｰﾋﾞｽを受ける

ことができます｡譲渡する場合には領収書等の購入時証拠書類も渡してください｡ 

弊社では書類に記載された通りに製品が動作することを保証いたします｡購入時の証拠

書類の提示により交換された部品の保障期間は製品の残存期間と同じとします｡ 

保証ｻｰﾋﾞｽで製品を持ち込む際には全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､ﾃﾞｰﾀ､脱着可能なｽﾄｰﾚｯｼﾞﾒﾃﾞｨｱは

外してください｡ｶﾞｲﾄﾞ､ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却された製品は､修理後ｶﾞｲﾄﾞ､ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却され

ます｡ 

事故､天災､破壊､誤使用､不正使用､不適切な環境での使用､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更､他の機械､

本機の改造に対して製品保証は適用されません｡ 

本機が本来設計された目的の用途で使用された場合にのみ製品保証は適用されます｡ 

製品保証についてのお問い合わせはお買い求めになった正規販売店またはﾒｰｶｰのお

願いいたします｡ 

この製品保証は明示､黙示を限定せずある目的のための目次的保証を含む他の全ての

保証置き換わるものである｡法律によっては黙示的保証の除外を許容しないことがあり､この

場合全ての明示､黙示的保証は保障期間内にのみ限定される｡この期間を過ぎた後はいかな

る保証も適用されません｡ 

黙示的な保証がどれだけ長く続くか制限を設けることを許容しない法律の場合には上記

の制限は適用されません｡ 

如何なる場合でも下記に対しては免責です｡ 

第三者が貴社(貴殿)に対して行う損失､損害の請求 

貴社(貴殿)の記録､ﾃﾞｰﾀも喪失､損害 

因果的な経済的損失(遺失利益､節約を含む)､付随的な損害 

付随的､因果的な損害の制限を排除することを許容しない法律の場合には上記の制限は

または除外は適用されません｡ 

製品保証は法的権利を与えるもであって､法律によって他の権利をもつこともありえます｡ 
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FCC 規格 
この機器はﾃｽﾄの結果､FCC Rules の Part 15 に規定されたｸﾗｽ A ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器の限界

値に適合していることが確認されています｡ この限界値は､商用環境で機器を使用した場合

に発生する有害な妨害に対して､適切に保護するためのものです｡ この機器は､無線周波数ｴ

ﾈﾙｷﾞｰを生成し使用し､また放射することがあります｡説明書どおりに設置して使用しないと､

無線通信に対して有害な妨害を及ぼすことがあります｡ この機器を住宅環境で使用すると､

有害な妨害が発生する可能性があります｡その場合､ﾕｰｻﾞｰは個人の負担でその妨害に対処

しなければなりません｡ 

受信ｱﾝﾃﾅの方向を変えるか位置を変える｡ 

装置と受信機の距離を離す｡ 

受信機に使用しているｺﾝｾﾝﾄとは別のｺﾝｾﾝﾄに装置を接続する｡ 

装置に付属しているｼｰﾙﾄﾞ付き内部接続ｹｰﾌﾞﾙとｼｰﾙﾄﾞ付き電源ｺｰﾄﾞは､当装置が電磁

波放出限界を超えないよう常に使用する｡ 

状況が改善されない場合は､購入先またはﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞに詳しい技術者に問い合わせる｡ 

製造者が明確に認めていない変更や改変は､ﾕｰｻﾞｰの装置を操作する権利を無効にしま

す｡ 

この製品は､FCC Rules の Part 15 に適合しています｡ 次の 2 つの条件に従って運用し

ます｡(1) 有害な妨害を発生させてはならない｡(2) 意図しない動作を引き起こす可能性がある

場合も含めて､すべての受信妨害を受け入れなければならない｡ 
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